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生 徒 心 得 
 

 われわれは本校の教育目標である健康・ 明朗・ 勤勉

に意を用い、 将来の工業技術者と し ての人間性の向上

につと め、 また、 社会の有為な形成者と なるために、

下記事項の実践につと める。  

１  学   習 

１ .  学生の本分は学習にある こ と を自覚し 、 授業中は

積極的かつ最善の努力をはら う 。  

２ .  教室は常に、 採光・ 保温・ 換気・ 清潔・ 整頓に留

意し 、 学習が静粛に進めら れるよう 心がける。  

３ .  学級委員は授業が円滑に行われるよう 教師と 連絡

をと る。 又、 学級日直はその日の黒板・ 掲示板・ 清

掃等の室内管理に留意する。  

４ .  授業中、 病気その他の理由で入退室のある時、 教

科担任の許可を得なければなら ない。  

５ .  教室においては静粛に行動し 、 他の学習の妨げに

なるよう な言動をつつし む。  

６ .  実験・ 実習中は作業の安全に十分注意する。  

２  出欠席その他の諸届 

１ .  欠席・ 遅刻・ 早退は事前に文書によるか、 または

生徒手帳に理由を記し ホームルーム担任に届け出る。 

２ .  事前の届け出なし に欠席し たと き は、 当日朝に電

話・ 伝言等によっ て連絡し 、 事後届け出る。  

３ .  長期にわたり 欠席する者は欠席期間中の状況を随

時ホームルーム担任に報告する。  
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４ .  登校後の外出は原則と し て認めない。 やむを得ず

外出すると きはホームルーム担任又は関係職員の許

可（ 外出許可証） を 得る。  

５ .  体育授業時間の見学は事前に担当教諭に届け出る。 

６ .  感染症の予防・ 天災地変等特別の場合についての

欠席はそのつど取り 扱い方を きめる。  

  忌引き は学則の示す日まで許さ れる。  

３  登校・ 下校 

１ .  始業時刻前に登校し 、 所定の教室において始業合

図を待つ。  

２ .  下校時刻は、 午後５ 時30分を原則と する。  

３ .  休日に登校する 場合は制服を着用し 、 教室等を使

用する 場合にはあら かじ め関係職員の許可を 得る 。

使用後は確実に整理し 、 関係職員に報告し て帰る 。 

４ .  登下校時には、 特に交通安全について注意するこ

と 。 自動車、 バイ ク 、 自転車等を 通学に使用し ては

なら ない。  

５ .  学校で定めら れた通学路を通るこ と 。  

４  交 通 安 全 

１ .  各種の免許証（ 自動車、 バイ ク ） を取得し たと き

及び今後乗る自動車、 バイ ク と 新たに自動車、 バイ

ク を取得し たと きは学級担任を経て生徒指導支援グ

ループに登録し なければなら ない。  

２ .  未登録、 自動車、 バイ ク 等で通学、 交通ルール違

反の事故については特別な指導がある。  
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５  図 書 館 

１ .  閲覧室内では図書館の役割を忘れず、 他人に迷惑

のかから ないよ う 行動に注意する 。 静粛を 心がけ、

飲食、 ゲーム等も 行わないこ と 。  

２ .  図書、 新聞、 雑誌等の資料は、 閲覧室内で自由に

閲覧できる が、 丁寧に扱い、 破損・ 紛失・ 汚損し な

いよ う に心がけ、 利用し た資料は元の位置に戻す。 

３ .  図書館利用の際には手洗いなど、 清潔を保つよう

にする。 コ ンピュ ータ 等の図書館備品は丁寧に扱う

こ と 。 閲覧室内へ飲食物を持ち込まないこ と 。  

４ .  開館は原則と し て次のと おり と する。  

① 平日は始業時午前８ ： 50から 午後４ 時45分まで。 

② 土曜日、 日曜日、 その他の休日は原則と し て閉

館と する。ただし 、開館する場合はそのつど示す。 

５ .  貸出し は次の規定により 行う 。  

① 禁帯出図書以外の一般図書、 および、 最新号を

除く 雑誌・ 新聞は自由に貸出し をする。  

② 図書及び雑誌（ 以下「 資料」） を借り ると き は、

カ ウンタ ーへ行き 手続きをし ても ら う こ と 。  

③ 他人の名義で資料を借り たり 、 他人に「 また貸

し 」 をし てはなら ない。  

④ 貸出冊数は、 １ 人につき ４ 冊までと する。  

⑤ 貸出期間は、 貸出の日から ２ 週間と し 、 返却期

日を厳守するこ と 。 継続し たいと きは資料を持っ

てカ ウンタ ーで手続きをし ても ら う こ と 。  

⑥ 返却のと きは資料をカ ウンタ ーに返す。 または、

返却ポスト に入れる。  
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⑦ 資料を 破損・ 紛失・ 汚損し たと き は、 すみやか

に申し 出て弁償する。  

６ .  コ ンピュ ータ により 、 情報検索を用途と し てイ ン

タ ーネッ ト を利用するこ と ができる。 ただし 、 長時

間の連続使用は、 健康面から も 認めない。  

７ .  購入希望資料があると き は、 リ ク エスト 用紙に必

要事項を記入し 、 司書に手渡す。  

８ .  こ れら 規定に違反し た者は、 図書館利用を停止す

るこ と がある。  

６  所 持 品 

１ .  学習上不必要なも のは持参し ない。  

 「 携帯電話の校内への持込みは一切禁止する。」  

２ .  私物は所定以外の場所に置かないよう にし 、 盗難

防止に充分注意を払い、 多額の現金等を所持し てい

て運動・ 部活動・ 校内行事等で身につけら れないと

き はホームルーム担任、 部活動顧問に預けるよ う に

心がける。  

３ .  物品を紛失し た場合、 又は拾得し た場合は直ちに

係の職員又はホームルーム担任に届け出る。  

７  服   装 

１ .  男子生徒は黒の詰め襟の標準学生服と し 、 校章入

り ボタ ンを つけ、 女子生徒は紺の学校指定の上着・

ベスト 、 スカ ート かスラ ッ ク スと する。  

 また、 男子は右襟に校章、 左襟に科章を付け、 女

子は左襟に校章・ 科章を付ける。  

 なお、 標準服と 異なっ た服装については、 禁止し
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ているので、 それら の服、 ズボン、 スカ ート 、 スラ

ッ ク スは一切購入し たり 、 譲り 受けたり し ない。  

２ .  体育授業時間には所定の体育着を着用する。  

３ .  登・ 下校の履物は学生ら し い革靴、 運動靴と し 、

サンダル等の履物は履かない。 又校内では必ず所定

の上履を使用し 、 必ずク ラ ス、 氏名を記入する。  

４ .  夏季略装期間（ ６ 月１ 日～９ 月30日） は白無地の

Ｙ シャ ツ又は開襟シャ ツを着用し 、 必ず所定の胸章

を男子は左胸に、 女子は左袖につける 。 また、 5/16

～6/15、 9/16～10/15の期間中で気温の低い日には

セータ ー、 ベスト 、 カ ーディ ガンを着用するこ と が

できる。 ただし 、 黒、 白、 紺、 茶、 灰色の無地、 と

する。 だら し のない着用は禁ずる。  

５ .  防寒着（ コ ート ） は、 11月20日から ３ 学期終業式

までの期間、 着用するこ と ができ る。 ただし 着用は

登下校時に限り 、 校舎内では着用し ない。 また、 必

ず学生服の上に着用する。  

 色は黒・ 紺・ 茶・ 灰の単色無地と し 、 ダウン・ 革

製のコ ート やジャ ン パーは禁止と する（ ワッ ペン・

プリ ン ト 類は不可）。 着丈はひざ程度までと し 、 極

端に短いも のや長いも のは着用し ない。 フ ード は安

全上かぶら ない。  

６ .  やむを 得ず異装着用の際はあら かじ め担任に届け

て許可を得る。  

７ .  常に高校生ら し い品位を 保ち、 清潔な頭髪にする

こ と 。 パーマ及び染髪は禁止する。  

８ .  装飾品類は身に付けない。 また化粧等は禁止と す

る。  



－ 26 － 

８  校内・ 校外生活 

１ .  学校の建物・ 備品は丁寧に取り 扱い、 使用すると

き はそのつど関係職員の許可を受ける。  

２ .  建物の一部・ 備品等を紛失し 、 破損し た時は直ち

に関係職員に届け出る。  

３ .  校内外に掲示すると きは、 そのつど関係職員の許

可を受ける 。  

４ .  夏季・ 冬季にエアコ ン・ スト ーブを使用すると き

は冷暖房設備使用規則を 守り 、 火気に充分注意し 、

換気にも 留意する。  

５ .  食堂・ ラ ウンジの利用は原則と し て昼休みと する。 

 牛乳・ ジュ ース等の自動販売機の利用は、 始業

前・ 昼休み・ 放課後のみと する。  

６ .  不健全な飲食店及び遊戯施設の出入を禁ずる。  

７ .  休暇中の旅行・ キャ ンプ・ 登山等（ 学校行事以外）

は必ず保護者の承諾書を得て、 ホームルーム担任に

届け出る。 なお鉄道運賃割引証を必要と する場合は

上記許可を受けた後所定の用紙に要項を記入し て、

事務室に請求する。  

８ .  集会・ 出版等は関係職員の許可を受ける。  

９ .  アルバイ ト は原則と し て禁止する。 必要があれば

担任と 相談する。  

10.  生徒指導上、 上記のルールが守ら れない場合特別

指導がある 。  

９  保 健 室 

１ .  授業中や部活動あるいは登下校時等で負傷し た場
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合、 体調不良の時に、 応急処置を行う 。  

２ .  休養の際のベッ ド 使用は１ 時間を目安と する。  

３ .  原則と し て、 内服薬は使用し ない。  

４ .  保健室を使用し た時は所定用紙に状況等の記録を

行う 。  

５ .  養護教諭不在時は、 保健環境グループの教諭、 及

び担任、 体育科教諭の指示助言を受ける。  

６ .  放課後における 部活動等での負傷の時に養護教諭

が不在の場合は、 各部の救急箱及び体育科、 普通科

の救急箱を 使用する 。  

10 証明書の発行 

１ .  生徒証について 

 生徒証は、 身分証明と 通学定期券を 購入でき る通

学証明と なっ ており ３ 年間使用し ますので、 生徒証

の裏面の注意をよく 読んで必ず携帯するよう にし て

く ださ い。 特に定期券購入の際は必要と なり ますの

で、 交通機関の窓口で提示し てく ださ い。  

 また、 住所が変更になっ たと きや紛失などし た場

合は、 再発行し ますので事務室に申し 出てく ださ い。 

 転学・ 退学・ 卒業時には直ちに発行者に返さ なけ

ればなり ません。  

２ .  各種証明書の発行について 

 申込用紙は事務室にあり ます。 すぐ には発行でき

ませんので、 余裕を 持っ て申込みを し てく ださ い。 
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発行する証明書 発行する時 発行する日 

在学証明書 必要のたびに発行 

申込みの翌日 

( 土・ 日・ 休日除く )

月曜日～金曜日 

生徒旅客運賃割

引証( 学割)  

Ｊ Ｒ 線、 東海汽船を 利用

し 、 生徒の社会見学、 家

族と の帰省等で遠方に旅

行で片道100㎞を 超え る

場合 

申込みから およそ

１ 週間後 

月曜日～金曜日 

その他の証明書 必要に応じ て 

申込みの３ 日後を 予定

( 種類によっ て異なる)

月曜日～金曜日 
 

① 手数料 

 在学生はすべての証明書等について不要。  

② 有効期間 

 発行日から ３ ヶ 月間。  

11 授業料について 

 授業料年額 118, 800円 

 口座振替 年２ 回 

 振替日の前に保護者あてに文書でお知ら せし ます。  

 国の法改正に伴い授業料の制度が変更さ れ、 平成26

年４ 月の新入生から 授業料を納付し ていただく こ と に

なり まし たが、「 高等学校等就学支援金」 制度が同時に

新設さ れ、 就学支援金の申請をするこ と で、 授業料と

相殺さ れるこ と になり 、 授業料を納付する必要がなく

なり ます。 こ の申請は、 毎年必要で、 申請方法や申請

できる世帯の要件等につきまし ては、新入学時には『 新
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入生のし おり 』 や、 ２ 年次以降は、 その都度配布さ れ

る関係書類をご参照のう え、 期限までに手続き するよ

う にし てく ださ い。  

12 諸会費の納入 

 諸会費は、 銀行等の口座振替の方式で納入し てく だ

さ い。  

( 1)  納入日（ 振替日）  

  １ 年間分まと めて……６ 月３ 日 

 振替日が休業日のと き は、 翌営業日になり ます。 

( 2)  諸会費の額 

 Ｐ Ｔ Ａ 会費その他諸費は、 振替日の前に保護者

あてに文書でお知ら せし ます。  

( 3)  その他 

 氏名、銀行口座等に異動、変更があっ たと きは、

手続き が必要になるので、 すみやかに事務室へ申

し 出て手続きをし てく ださ い。  

 銀行等の口座振替による納入がむずかし いと き

は、 学級担任を経由し て事務室へ申し 出てく ださ

い。  

13 奨 学 金 

 優秀な資質を有し 、 経済的理由により 勉学困難な生

徒には、各種奨学金貸与の機会があり ます。希望者は、

学級担任と 相談し て申し 込んでく ださ い。  


